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この『財政のあらまし』は、県民のみなさまに、群馬県の財政状況や、主な施策を

お知らせすることによって、県政に対するご理解、ご協力をいただくため、毎年２回、

定期的に公表しているものです。

今回は、平成２７年度の当初予算を中心に、平成２６年度下半期の補正予算、予算

の執行状況なども加えて、財政の状況を説明します。

なお、平成２７年度当初予算や平成２６年度補正予算の概要は、群馬県ホームペー

ジ（http://www.pref.gunma.jp）にも掲載しております。
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第１ 群馬県の財政状況

Ⅰ 平成２７年度当初予算のあらまし

１ 平成２７年度当初予算編成についての基本的な考え方
（平成２７年２月１６日 平成２７年第１回定例県議会での知事の提案説明から）

〔当初予算編成の基本方針〕

平成２７年度は、第１４次総合計画の最終年度となります。今回の当初予算編成に当たって

は、計画の３つの基本目標である、

・｢地域を支え､経済･社会活動を支える人づくり｣

・｢誰もが安全で安心できる暮らしづくり｣

・｢恵まれた立地条件を活かした産業活力の向上･ 社会基盤づくり」

の実現に向け、１５の重点プロジェクトを着実に推進することを基本方針といたしました。

その上で、喫緊の課題である人口減少対策については、「群馬の未来創生本部」のもと全庁

を挙げて取り組む体制を整備するため、「未来創生室」を設置するとともに、少子化対策や子

育て支援、定住促進など、地方版「まち・ひと・しごと」総合戦略の策定に先立ち、必要性の

高い事業を先行して実施して参ります。

昨年は、「富岡製糸場と絹産業遺産群」の世界遺産登録、ぐんまちゃんの全国１位、東毛広

域幹線道路の全線開通など、本県が大きく飛躍した１年でありました。

この勢いを加速させるとともに、本県がさらに大きくはばたけるよう、『元気飛躍予算』と

いたしました。

〔当初予算の規模〕

平成２７年度の一般会計当初予算の総額は、７,１５９億６,６００万円であります。

平成２６年度当初予算に比べて５.０％の増で、制度融資を特別会計に移管した平成２０年度

以降では、最大の予算規模となっております。

〔当初予算の財源〕

当初予算の主な財源についてでありますが、平成２６年度の県税収入は、好調な企業業績を

反映し、当初予算額の２,１２６億円を上回る、２,１８５億円程度を確保できる見通しです。

こうした流れが今後も続くと期待されることや、地方消費税の税率引き上げの影響が平準化

することなどから、平成２７年度の県税収入は、２６年度当初予算に比べ２３４億円多い、

２,３６０億円を見込んでおります。

一方、地方交付税及び臨時財政対策債が、国の地方財政対策によって大幅に減額となること

が見込まれる中、財政調整基金及び減債基金については、可能な限り取り崩すこととしました。

また、これまでのように大規模な国の補正予算の活用が見込めない中、公共事業の事業量を

確保して県内景気を下支えするとともに、必要な社会資本整備を着実に進めるため、通常債の

発行額を増やすことにより、財源を確保したところであります。

一方で、通常債の残高は着実に減らしてきており、プライマリーバランスについても、１５

年連続で黒字を維持するなど、財政の健全性を確保した上で、予算を編成したものであります。

〔３つの基本目標〕

それでは、総合計画の３つの基本目標に沿って、平成２７年度に実施する重点施策について
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申し上げます。

〔人づくり〕

基本目標の一点目は、「地域を支え、経済・社会活動を支える人づくり」であります。

次代を担う人材づくりでは、平成２７年度から開始される「子ども・子育て支援新制度」に

移行する私立幼稚園に対し、これまでの私学助成と同水準の支援が受けられるよう、県単独の

補助制度を創設します。

健康福祉部に「こども未来局」を設置し、若い世代の結婚・子育ての希望を実現するととも

に、次代を担う子どもたちをしっかりと支援していけるよう、少子化対策と子育て支援策を一

体的に推進して参ります。

子育て世帯の経済的負担を軽減するため、市町村と連携し、新たに、第３子以降の３歳未満

児に対する保育料を免除するとともに、求職活動中のひとり親家庭を支援するため、放課後児

童クラブの利用料を補助します。

また、保育所における食物アレルギー事故を防止するため、調理員の配置や組織体制の強化

に係る経費に対し、新たに補助を行います。

スポーツの分野では、今年から「ぐんま県民マラソン」でフルマラソンを実施し、県外から

の参加者に本県の魅力をアピールするほか、東京オリンピック・パラリンピックを見据え、世

界に通用する選手の発掘・育成に取り組みます。

いじめや不登校などの未然防止、早期発見・早期対応のため、引き続き、全ての公立小中学

校と県立高校にスクールカウンセラーを配置します。

高齢者が活躍できる社会づくりでは、シニア就業支援センターにおいて、職業紹介や地域活

動などに関する情報提供を行います。

群馬の飛躍を支える産業人材の育成では、本県農業の競争力を高めるため、農地中間管理機

構を中心に、担い手への農地の集積・集約化を進めるとともに、規模拡大を図る認定農業者や

新規就農者などに対する支援を継続します。

産業技術専門校において、女性や正規雇用を目指す若者向けの訓練コースを新設するほか、

建設・介護など人手不足が深刻な分野の人材確保を進めるため、訓練内容を充実させます。

地域の安心を支える医療・福祉人材の育成・確保では、特定診療科における医師不足と地域

間での医師の偏在を解消するため、修学資金貸与などの対策を継続するとともに、保育サポー

ターバンクを拡充するなど、女性医師の就労支援を強化します。

介護人材を安定的に確保するため、介護の仕事を幅広い人々に知ってもらう取組を通じて、

新規参入を促すとともに、質の高い人材を養成するため、県独自の「ぐんま認定介護福祉士」

養成などの専門的・体系的な研修を実施します。

人づくりのための仕組みづくりでは、新たな公共サービスの担い手となり得るＮＰＯやボラ

ンティア活動を支援します。

〔安全安心な暮らしづくり〕

基本目標の二点目は、「誰もが安全で安心できる暮らしづくり」であります。

「医療先進県ぐんま」の推進では、超高齢化社会の到来を見据え、医療と介護の連携体制を

強化するため、健康福祉部に「医療介護局」を設置します。その上で、在宅医療を推進すると

ともに、地域包括ケアシステムの構築や介護施設の整備などに取り組みます。

また、県内全域の高度急性期医療を担う前橋赤十字病院の新築移転整備に対し、平成２９年

度までの３年間、補助を行います。

小児医療センターにおける障害児歯科の機能を強化するため、外来棟を拡張するほか、心臓

血管センター、がんセンターの高度医療機器を更新し、検査・治療精度の向上と患者負担の軽
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減を図るなど、県立病院における医療提供体制を充実して参ります。

誰もが安心して生活できる福祉の充実では、障害者が地域社会で自立した生活を送れるよう、

グループホーム等の施設整備を計画的に進め、地域生活を支える受け皿の充実や就労移行支援

の強化を図ります。

児童虐待への対応では、関係機関の連携体制の強化を図った上で、職員の資質向上や虐待を

受けた児童に対するケアの充実を図ります。

安全な暮らしの実現では、地震や台風などによる被災者の生活再建を支援するため、国の支

援制度の対象とならないケースでも国と同様の支援が受けられるよう、県と市町村が協力し、

新たな支援金制度を創設します。

性犯罪・性暴力の被害者が、相談支援と医療を一か所で受けられるよう、民間支援団体と連

携し、常設の相談窓口を開設します。他の支援機関とのコーディネートや医療費の公費負担な

どを通じて、きめ細かな支援を行います。

危険ドラッグ等の薬物の乱用を防止するため、県独自の規制を導入するとともに、県民への

意識啓発を図ります。

警察体制を強化するため、警察官を２０人増員するとともに、振り込め詐欺等の特殊詐欺の

防止対策を推進します。

災害に強い県土を築くでは、平成２７年末までの耐震診断が義務づけられた大規模小売店舗

のうち、中小企業が所有するものに対し、新たに耐震診断費を補助するほか、災害発生時にお

いて避難・救援活動の拠点となる県立学校の耐震改修工事を引き続き実施します。これにより、

県立学校の耐震化率は１００％となります。

大型化する台風被害やゲリラ豪雨による災害の未然防止と被害軽減を図るため、河川改修や

砂防施設整備などのハード対策と監視体制の強化などのソフト対策を合わせて実施します。

誰もが安心して働ける労働・雇用環境づくりでは、女性・若者の就職支援と働きやすい職場

環境づくりを進めるため、「女性・若者就職支援室」を設置します。首都圏の大学等との連携

を図る人材を配置するなど、県内へのＵ・Ｉターン就職を促すための取組を強化します。

障害者雇用では、法定雇用率２％の早期達成を目標に掲げ、労働局などの関係機関とも連携

し、企業経営者への意識啓発や就労に対する保護者の不安解消を図ります。

また、本年４月には、吾妻地域に特別支援学校が開校し、未設置地域が解消されます。これ

を新たなスタートとして、特別支援学校生徒の一般就労率のさらなる向上を目指し、就労支援

員の配置を知的全９校へ拡充するなど、取組を一層強化して参ります。

優れた群馬の環境を守り、未来へ継承するでは、「ぐんま緑の県民基金」を活用して、条件

不利地の森林整備やボランティア活動を推進するとともに、市町村が提案する里山･平地林等の

整備を支援します。

有害鳥獣による農林業被害を軽減するため、鳥獣被害対策支援センターが中心となり、捕獲

対策を一層強化するとともに、人材育成や市町村への支援を継続し、農林業者や地域が効果を

実感できる対策の実現を目指します。

汚水処理人口普及率の向上を図るため、市町村が実施する施設整備事業に対し補助を行うと

ともに、新たに、個人が行う流域関連公共下水道への排水設備工事に対する補助を実施します。

地域住民の生活を支える「地域力」の強化では、若年層を中心とした大都市圏からの移住を

促進するため、「ぐんまちゃん家」における情報発信を強化するとともに、移住に関する情報

を一元的に提供するための相談窓口を都内に新設します。

〔産業活力の向上･社会基盤づくり〕

基本目標の三点目は、「恵まれた立地条件を活かした産業活力の向上・社会基盤づくり」で

あります。
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はばたけ群馬の経済戦略では、北陸新幹線の金沢延伸によって益々高まる本県の優れた拠点

性を活かして、県内産業のさらなる発展や新たな産業の創出、若者や女性の雇用創出を図るた

め、コンベンション施設の整備を進めます。県議会における議論を踏まえ、基本計画を改訂す

るほか、文化財調査等の用地の整理を行います。また、全県的な気運醸成を図るとともに、施

設のＰＲや誘致活動を実施します。

本県の蚕糸業を産業として継承していくため、将来にわたり一定の繭生産量を維持しようと

する養蚕農家を組織化し、高品質繭の増産やオリジナル生糸のシェア拡大等の取組に対し、新

たな補助を行います。また、多様な養蚕担い手を確保・育成するため、初期投資の軽減やコー

ディネーターによる相談対応、新規参入者と遊休施設とのマッチング等の支援を行います。

「林業県ぐんま」への飛躍をめざし、県産木材の供給・流通体制を強化するため、森林組合

等が行う、地域における木材加工・流通の拠点となる施設の整備に対し補助を行います。

円安による原材料高などにより引き続き厳しい経営環境にある中小企業に対し、制度融資に

よる金融支援のほか、商工会、商工会議所及び産業支援機構を通じた経営支援を行います。

ぐんまのイメージアップでは、関係市町と連携し、世界遺産の構成資産の保存整備を進める

とともに、世界遺産と県内の絹文化・絹遺産の価値を県民に再認識してもらい、将来世代に引

き継いでいくための取組を実施します。また、国の交付金を活用したプレミアム付宿泊券制度

や、大手旅行会社と連携した旅行商品造成などを通じて、世界遺産を核とした県内全体への周

遊観光を促進して参ります。

日本最古の石碑群である「上野三碑」について、平成２９年の世界記憶遺産登録を目指し、

高崎市と連携し、推薦書の作成や普及啓発を行います｡

はばたけ群馬の社会基盤づくりでは、県内高速交通網の効果を最大限に活かすため、高速道

路へのアクセス道路となる「７つの交通軸」について、引き続き、重点的・計画的に整備を推

進します。

本体工事に着工した八ッ場ダムについては、生活再建に向けた事業を着実に推進して参りま

す。

鉄道利用の促進と駅を中心とした地域の活性化を図るため、沿線市町や鉄道事業者と連携し

て、駅周辺の整備を進めます。

〔おわりに〕

平成２７年度は、総合計画『はばたけ群馬プラン』の最終年度であり、「元気飛躍予算」を

効果的に執行し、計画の総仕上げを図って参ります。

群馬県は、さらに大きく飛躍する可能性を秘めています。人口減少社会を克服し、県民に夢

と希望を持っていただけるよう、引き続き、全力で取り組む所存であります。

県議会、県民の皆様の御理解と御協力を心よりお願い申し上げます。
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２ 一般会計予算の概要

（１）予算の総額
平成２７年度の一般会計当初予算の総額は、７,１５９億６,６００万円で、前年度当初予

算に比べて、１０５.０％の予算額となっています。

第１表 一般会計予算の推移

区 分 当 初 予 算 額 最 終 予 算 額

金 額 前年度に対する 金 額 前年度に対する

年 度 増 減 率 増 減 率

平成 元 555,538百万円 7.0％ 569,408百万円 8.8％

２ 594,223 7.0 617,452 8.4

３ 630,440 6.1 648,438 5.0

４ 667,755 5.9 692,316 6.8

５ 701,102 5.0 772,639 11.6

６ 746,041 6.4 737,011 △ 4.6

７ 765,555 2.6 774,296 5.1

８ 794,248 3.7 765,066 △ 1.2

９ 813,587 2.4 758,555 △ 0.8

１０ 842,971 3.6 875,765 15.5

１１ 864,889 2.6 848,218 △ 3.1

１２ 859,141 △ 0.7 817,559 △ 3.6

１３ 837,997 △ 2.5 808,747 △ 1.1

１４ 816,043 △ 2.6 778,788 △ 3.7

１５ 797,050 △ 2.3 767,428 △ 1.5

１６ 793,596 △ 0.4 765,610 △ 0.2

１７ 796,841 0.4 767,649 0.3

１８ 797,328 0.1 769,329 0.2

１９ 808,010 1.3 783,748 1.9

２０ 653,731 △19.1 651,300 △16.9

２１ 661,073 1.1 728,582 11.9

２２ 658,131 △ 0.4 683,694 △ 6.1

２３ 670,211 1.8 671,874 △ 1.7

２４ 665,388 △ 0.7 695,063 3.5

２５ 666,387 0.2 671,262 △ 3.4

２６ 681,587 2.3 693,929 3.4

２７ 715,966 5.0 － －

注 平成２０年度から、中小企業向け制度融資を特別会計に移管しました。
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（２）歳入予算のあらまし

① 県 税

県税収入については、平成２６年度の収入状況及び最近における経済動向並びに税制改正

等を勘案し、総額２,３６０億円（対前年当初比＋１１.０％、２３４億円の増）を計上しまし

た。

その税目別内訳は、第２表のとおりです。

平成２７年度 平成２６年度 差引増減 対前年度
当初予算額 当初予算額 （Ａ－Ｂ） 当初比

Ａ　 Ｂ　 Ｃ　 Ｃ／Ｂ　

個 人 68,018,530 28.7 65,592,968 2,425,562 3.7

法 人 12,678,494 5.4 13,494,101 △ 815,607 △ 6.0

利 子 割 714,248 0.3 1,008,128 △ 293,880 △ 29.2

小 計 81,411,272 34.4 80,095,197 1,316,075 1.6

個 人 1,642,206 0.7 1,611,217 30,989 1.9

法 人 54,330,890 23.0 44,030,829 10,300,061 23.4

小 計 55,973,096 23.7 45,642,046 10,331,050 22.6

3 36,939,565 15.7 25,312,407 11,627,158 45.9

4 4,890,468 2.1 5,100,954 △ 210,486 △ 4.1

5 2,380,493 1.0 2,452,005 △ 71,512 △ 2.9

6 1,252,756 0.5 1,408,851 △ 156,095 △ 11.1

7 2,540,844 1.1 1,954,032 586,812 30.0

8 15,761,406 6.7 15,856,545 △ 95,139 △ 0.6

9 34,816,505 14.8 34,738,792 77,713 0.2

10 1,674 0.0 1,376 298 21.7

235,968,079 100.0 212,562,205 23,405,874 11.0

11 31,920 0.0 37,794 △ 5,874 △ 15.5

31,920 0.0 37,794 △ 5,874 △ 15.5

12 1 0.0 1 0 0.0

236,000,000 100.0 212,600,000 23,400,000 11.0

鉱 区 税

自 動 車 税

ゴ ル フ 場利 用税

不 動 産 取 得 税

税　　　　　目

地 方 消 費 税

事業税

軽 油 引 取 税

注．旧法による税は、平成２１年度税制改正以前の目的税である軽油引取税です。

合　　　　　計

狩 猟 税

11　目的税計

旧 法 に よ る 税

1～10　普通税計

第２表　県税税目別内訳

自 動 車 取 得 税

構成比

県 た ば こ 税

（単位　千円、％）

1

2

県民税
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【地方税法等の一部改正】

平成２７年度税制改正に係る地方税法等の一部改正のうち、県税に関する主な改正内容は、

次のとおりです。

ア 外形標準課税の拡大と法人実効税率の引下げ（法人の事業税）

資本金が１億円を超える法人に適用されている外形標準課税（事業規模に応じて課税）

において、平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの間に開始される事業年度

については改正前の１．５倍に、平成２８年４月１日以後に開始される事業年度について

は改正前の２倍に拡大し、その分、所得割（所得に応じて課税）を縮小することとなりま

した。

施 行 時 期 改 正 前 平成２７年度(※１） 平成２８年度以後(※１）

税 外形標準 付加価値割 ０．４８％ ０．７２％ ０．９６％

課税 資本割 ０．２％ ０．３％ ０．４％

率 所得割（※2） ７．２％ ６．０％ ４．８％

※1 表中の「平成２７年度」の税率は、平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日の

間に開始される事業年度に適用され、「平成２８年度以後」の税率は、平成２８年４

月１日以後に開始される事業年度に適用されます。

※2 表中の所得割の税率は、所得のうち年８００万円超の金額に係るものです。

また、所得割の税率には地方法人特別税を含みます。

イ ふるさと納税（個人の県民税の寄附金控除）

(ｱ) 県や市町村に寄附（ふるさと納税）をした場合に個人の住民税から控除される額の上

限を２倍（個人の住民税所得割額の１割 → ２割）に拡大することとなりました。

(ｲ) 給与所得者が５箇所以内の自治体に寄附した場合には、寄附先の自治体へ申し出るこ

とにより、確定申告をしなくても、個人の住民税の控除を受けられる制度が新設された

ことに伴い、その申出をした寄附者について、所得税分も合算して、個人の住民税（５

分の２を個人の県民税、５分の３を個人の市町村民税）から控除を行う特例を新設する

こととなりました。

※ イの(ｱ)の改正は平成２８年１月１日以後に行った寄附から、(ｲ)の改正は平成２８年４

月１日以後に行った寄附から適用となり、平成28年度以後の個人の住民税から控除されま

す。

ウ 地方消費税

消費税の引上げが平成２９年４月１日に延期されたことに伴い、地方消費税の税率

２．２％への引上げも同様に延期を行うこととなりました。

エ 自動車取得税

エコカー減税の適用について、平成２７年度燃費基準から、より基準の厳しい平成３２

年度燃費基準への置き換えを行うとともに、平成３２年度燃費基準未達成の改正前エコカ

ー減税対象車の一部を、引き続き減税対象とするよう見直した上で、適用期限を２年延長

することとなりました。

※ エの改正は、平成２７年４月１日以後に取得される自動車について適用となります。

オ 不動産取得税

次に掲げる特例措置の適用期限を平成３０年３月３１日まで３年延長することとなりました。

・ 住宅及び土地の取得に係る税率（本則４％）を３％とする特例措置

・ 宅地評価土地の取得に係る課税標準を価格の２分の１とする特例措置

カ 軽油引取税

課税免除の特例措置について、一部の業種に係るものを除き、適用期限を平成３０年３
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月３１日まで３年延長することとなりました。

② 国庫支出金
国庫支出金は、国と地方公共団体の経費の負担区分に従って支出される国の負担金、補助

金 及 び 委 託 金 の 総 称 で 、 国 の 予 算 編 成 の 状 況 や 前 年 度 実 績 を 考 慮 し て 、

８２８億３,９８０万円（対前年比＋５.２％、４１億２,３３２万円の増）を計上しました。

③ その他
地方譲与税、地方交付税などは、地方財政計画や前年度実績額などを考慮し、また、分担

金、負担金、使用料、手数料などは、前年度実績額などを考慮して計上しました。

繰入金は、経済危機対策関連基金の繰入の減などを反映し、３２３億６,３５０万円（対

前年比△２１.１％、８６億６,７６１万円の減）を計上しました。

県債は、投資的経費を確保するため臨時財政対策債を除く県債の発行を増やしたものの、

臨時財政対策債の減額が見込まれるため、９３８億円（対前年比△６.０％、６０億円の減）

を計上しました。
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（３）歳出予算のあらまし
昨年は、「富岡製糸場と絹産業遺産群」の世界遺産登録、ぐんまちゃんの全国１位、東毛広

域幹線道路の全線開通など、本県が大きく飛躍した１年でありました。この勢いを加速させる

とともに、本県がさらに大きくはばたけるよう、『元気飛躍予算』として平成２７年度当初予

算を編成しました。

平成２７年度は、現総合計画「はばたけ群馬プラン」の最終年度であり、この予算を活用し、

３つの基本目標である｢地域を支え､経済･社会活動を支える人づくり｣、｢誰もが安全で安心で

きる暮らしづくり｣、｢恵まれた立地条件を活かした産業活力の向上･社会基盤づくり」を着実

に推進します。

主な事業は、次のとおりです。

※各事業の予算額は、平成２７年度当初予算と、平成２６年度２月補正予算（第８号）で計上

した国の「地域住民生活等緊急支援のための交付金」を活用した事業を合わせた金額です。

① 地域を支え、経済・社会活動を支える人づくり

ア 次代を担う人材づくり

・子ども・子育て支援新制度移行支援(新規)（予算額：６２７,１３４千円）

平成２７年度から開始される子ども・子育て支援新制度において、市町村と協働して新制

度への円滑な移行を進めるとともに、新制度に移行する私立幼稚園に対しては、これまでの

私学助成と同水準となるよう施設型給付に加え県単独の補助を実施します。

・第３子以降３歳未満児保育料免除保育充実促進費補助(新規)（予算額：３２３,８２４千円

うち２月補正：３２３,８２４千円）

子育て世帯の経済的負担を軽減し、人口増加に向けた取組を推進するため、県内全ての第

３子以降の３歳未満児保育料を無料化します。

・ぐんま県民マラソン(一部新規)（予算額：５５,６００千円）

ぐんま県民マラソンにフルマラソンを導入し、フルマラソン開催を望む県民の要望に応え

るとともに、県内外の参加者に本県の魅力をアピールします。

・スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー配置（予算額：２８９,０９９千円）

いじめや不登校などの未然防止、早期発見・早期対応のため、引き続き全ての小・中学校

及び全ての県立高校にスクールカウンセラーを配置し、相談体制の充実を図ります。

イ 高齢者が活躍できる社会づくり

・シニア就業支援センター運営（予算額：１２,０００千円）

シニア就業支援センターを運営し、中高年齢者に特化した、職業紹介、地域活動などに関

する情報提供や相談事業を引き続き推進します。

ウ 群馬の飛躍を支える産業人材の育成

・担い手への農地集積・集約化（予算額：７１７,０９２千円）

農地中間管理機構が行う、担い手への農地の集積･集約を支援するなど、農業の担い手を

育成するための総合的な施策を実施します。

・「はばたけ！ぐんまの担い手」支援（予算額：６６,０００千円 うち２月補正６６,０００

千円）

規模拡大を図る認定農業者や新規就農者など、新分野にチャレンジする農業の担い手を支

援します。また、青年の就農意欲の向上と就農後の定着を図るため、新規就農者に給付金を

交付します。

・離職者等再就職訓練（一部新規）（予算額：４１８,７４３円（債務負担行為：８９,３８２

千円））

中小企業の人材育成や離転職者の就職を支援するため、産業技術専門校が主体となって、

女性や正規雇用を目指す若者向けや、人手不足対策が必要な建設や介護などの職業訓練を実
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施します。

エ 地域の安心を支える医療・福祉人材の育成・確保

・医師確保対策（一部新規）（予算額：３３８,８９１千円）

特定診療科での医師不足や地域間での医師の偏在を解消するため、地域医療支援センター

を運営し、地域医療に従事する医師のキャリア形成を支援するほか、医師･看護師向け修学

資金の貸与などの対策を引き続き実施します。また、保育サポーターバンクの拡充など女性

医 師の就労を支援する取組を強化します。

・介護人材確保対策（一部新規）（予算額：６３,８２７千円）

介護人材を安定的に確保するため、介護の仕事を幅広い人々に紹介するための職場体験を

実施するなど、人材の新規参入を促進するとともに、質の高い人材を養成するため、県独自

の｢ぐんま認定介護福祉士｣の養成など、専門的・体系的な研修も実施します。

オ 人づくりのための仕組みづくり

・市民活動支援（予算額：７７,９９５千円）

新たな公共サービスの担い手となり得るＮＰＯやボランティア活動を支援するとともに、

担い手となる人材を育成するため、｢ＮＰＯ･ボランティアサロンぐんま｣における相談･情報

提供のほか、制度融資により金融面からの支援を行います。

② 誰もが安全で安心できる暮らしづくり

ア 「医療先進県ぐんま」の推進

・前橋赤十字病院建設事業費補助(新規)（予算額：８１７,０９０千円）

救急医療のさらなる充実を図るため、県内全域の高度急性期医療を担う前橋赤十字病院の

新築移転整備に対し補助を行います。

・地域医療介護総合確保基金事業（一部新規）（予算額：５,０７５，０７７千円）

医療介護サービスの総合的な確保を図るため、地域医療介護総合確保基金を活用し、在宅

医療の推進、医療・介護人材の確保・養成、介護施設等の整備などを実施します。

・県立小児医療センター外来棟増改築工事（新規）（予算額：７６,５４０千円（病院事業会計））

県立小児医療センターにおいて障害児歯科外来や整形外科外来の機能拡充を図るため、診

察室の増室など外来棟の増改築工事を行います。

・高度医療機器整備（予算額：６７９,４００千円（債務負担行為：４２４,００３千円）（病

院事業会計））

がんセンター及び心臓血管センターにおいてＭＲＩの更新を行うなど、検査・治療精度の

向上や診療時間の短縮による患者負担の軽減を図ります。

イ 誰もが安心して生活できる福祉の充実

・障害者リハビリテーションセンター再編整備（予算額：７９６,２５２千円（債務負担行為

：１,４５２,４８１千円））

平成２９年１月の新棟利用開始を目指して、県立障害者リハビリテーションセンターにつ

いて、先導的なリハビリ施設として再編するための整備を進めます。

・障害者雇用促進強化対策(一部新規)（予算額：６９,７０９千円）

関係機関と連携し、障害者の就職先及び実習先の開拓を行うとともに、就職した障害者の

職場定着を図る取組を行うなど、障害者雇用の促進に向けた取組を強化します。

ウ 安全な暮らしの実現

・群馬県・市町村被災者生活再建支援制度（新規）（予算額：１８,０００千円）

国の被災者生活再建支援制度の対象とならない市町村に住む被災者に対し、国の制度と同

様の支援を行えるよう、県と市町村が協力し、新たな支援金制度を創設します。

・性犯罪・性暴力被害者ワンストップ支援センター運営（新規）（予算額：２０,２０７千円）

性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センターを開設し、被害者に対する相談
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支援体制を整備します。

・警察官の増員（予算額：４２,７２２千円）

・特殊詐欺対策（新規）（予算額：２６,４５３千円）

・交通安全施設整備（予算額：１,６２１,５５９千円）

警察体制を強化するため警察官を２０人増員するとともに、振り込め詐欺等の特殊詐欺の

防止対策、検挙活動を強化します。また、信号機の新設･ＬＥＤ化、老朽化した信号柱の更新

などの交通安全施設整備を推進します。

エ 災害に強い県土を築く

・大規模商業施設耐震診断費補助（新規）（予算額：８,６２４千円）

耐震改修促進法の改正により、平成２７年末までに耐震診断と結果報告が義務づけられた

大規模な小売店舗のうち中小企業が所有するものに対し、耐震診断費を補助します。

・地域防災拠点校耐震化推進（予算額：２,０３１,２２１千円）

｢県立学校耐震改修計画｣の最終年度である平成２７年度において、県立学校の耐震補強工

事を実施することにより、耐震化率１００％を達成します。

オ 誰もが安心して働ける労働・雇用環境づくり

・若者就職全力応援（一部新規）（予算額：１３３,２２２千円 うち２月補正１３３,２２２

千円）

若者就職支援センター（ジョブカフェぐんま）の運営を通じて、カウンセリングから職業

紹介、就職後のフォローアップまで、ワンストップによる若者の就職を支援するほか、県内

へのＵ・Ｉターン就職を支援するため、首都圏及び県内大学等で構成するＵ・Ｉターン就職

支援協力校制度（Ｇターン倶楽部）を活用し、県内企業訪問バスツアーや合同企業説明会な

どを実施します。

・特別支援学校職業自立推進（予算額：１６,３５４千円）

特別支援学校高等部生徒の一般就労率の向上を図るため、知的特別支援学校への就労支援

員の配置を増員するなど、障害者雇用を促進します。

カ 優れた群馬の環境を守り、未来へ継承する

・ぐんま緑の県民基金事業（予算額：９１０,５６８千円）

「ぐんま緑の県民基金」を活用して、「条件不利地等の森林整備」「ボランティア活動等の

推進」「市町村提案型事業への補助」など各種事業に取り組みます。

・汚水処理施設整備費補助（一部新規）（予算額：８５４,６３０千円）

汚水処理人口普及率の向上を目指して、市町村が実施する汚水処理施設整備事業に対する

補助を実施するとともに、個人が行う流域関連公共下水道への排水設備工事に対して、新た

に市町村と連携して補助します。

・

キ 地域住民の生活を支える「地域力」の強化

・ぐんま暮らし応援（一部新規）（予算額：１９,０００千円 うち２月補正１９,０００千円）

首都圏から本県への移住・定住を促進するため、都内において移住相談窓口の設置や移住

相談会を実施します。

③ 産業活力の向上・社会基盤づくり

ア はばたけ群馬の経済戦略

・コンベンション施設整備推進（予算額：１７３,４９９千円（債務負担行為：２,３２７,８

５３千円））

本県の優れた拠点性を活かして、県内産業のさらなる発展や新たな産業の創出、若者や女

性の雇用創出を図るため、高崎競馬場跡地でのコンベンション施設の整備に向け、「コンベ

ンション施設整備基本計画」（平成２５年３月公表）の改訂や、埋蔵文化財調査などの事業

用地整備、周辺道路の整備に向けた検討を行います。また、引き続き、誘致活動やコンベン

ション気運の醸成を行います。
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・県産材加工地域拠点施設整備(新規)（予算額：５３１,２３６千円 うち２月補正２７９,１

３４千円）

「林業県ぐんま」への飛躍をめざし、県産木材の供給・流通体制を強化するため、県産材

加工処理の地域拠点新設を支援します。

・有害鳥獣対策(一部新規)（予算額：６０９,６９９千円）

イノシシやシカなどの有害鳥獣による農林業被害を軽減するため、鳥獣被害対策支援セン

ターが中心となり、捕獲対策を一層強化し、農林漁業者が効果を実感できる対策を推進しま

す。

・蚕糸業継承対策（一部新規）（予算額：５６,２５０千円）

本県蚕糸業を産業として継承していくため、県産繭・生糸の流通促進や市場拡大、観光蚕

糸業の推進、新たな養蚕担い手の確保対策などを実施します。

・制度融資(一部新規)（予算額：７１,１０３,２６４千円（（債務負担行為：１９８,０００千円）

（中小企業振興資金特別会計））

円安による原材料高などにより引き続き厳しい経営環境にある中小企業に対し、制度融資

により金融面から支援を行うほか、商工会、商工会議所及び産業支援機構による経営相談な

ど、きめ細かな支援を行います。

イ ぐんまのイメージアップ

・世界遺産・ぐんま絹遺産（一部新規）（予算額：１７,０００千円）

世界遺産｢富岡製糸場と絹産業遺産群｣の４構成資産の保存整備に関係市町と連携し取り組

むほか、国の交付金によるプレミアム付宿泊券制度を活用し、世界遺産を核とした県内全体

への周遊観光を促進します。また、世界遺産や「ぐんま絹遺産」の価値を県民に再認識して

もらえるような取組を実施します。

・上野三碑世界記憶遺産登録推進（一部新規）（予算額：６,２４１千円）

平成２９年のユネスコ世界記憶遺産登録を目指し、上野三碑世界記憶遺産登録推進協議会

の運営や普及啓発を行います。

ウ はばたけ群馬の社会基盤づくり

・７つの交通軸を強化する道路整備の推進（予算額：２８,６６７,９５２千円）

県内高速交通網の効果を最大限に活かすため、高速道路へのアクセス道路となる｢７つの

交通軸｣を、引き続き重点的、計画的に整備します。

・八ッ場ダム関連事業（予算額：６,１８５,２９４千円）

本体工事に着工した八ッ場ダムについては、政府予算案に計上された本体工事費にあわせ、

国直轄事業負担金を予算計上するとともに、生活再建に向けた事業を着実に推進します。

・中小私鉄等振興（予算額：２４２,３７４千円）

・ステーション整備（予算額：１０,７３８千円）

地域の重要な移動手段であるバスや鉄道の維持･活性化を引き続き進めます。鉄道利用の

促進及び地域活性化を図るため、県、沿線市町、鉄道事業者が協力して、上信電鉄高崎駅の

トイレ設置などの駅及び駅周辺整備を推進します。

④ 県政改革の推進

ア 県政改革の推進

・次期総合計画及び地方人口ビジョン・総合戦略の策定（予算額：７,８００千円 うち２月

補正：７,８００千円）

現総合計画「はばたけ群馬プラン」（Ｈ２３～２７）が終了するため、平成２８年度を初

年度とする次期総合計画と、群馬の未来創生に向けた「人口ビジョン」及び「総合戦略」を、

広く県民の声を聴きながら、一体的に策定します。
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３ 特別会計予算の概要

群馬県の会計には、一般会計のほかに特別会計があります。「特別会計」とは、一般会計から

独立して運営するのが適当な事業について設けられている会計です。

特別会計の平成２７年度当初予算額は、１１会計合計で１,７９２億６,０３４万円となってい

ますが、これは前年度の当初予算額１,６６６億５,５２０万円に比べて１２６億５１４万円の増

となっています。

特別会計では、それぞれ次のようなことを実施しています。

（１）母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計

母子家庭・父子家庭や寡婦の方に、生活の安定・向上のために資金を貸し付けます。

（２）農業改良資金特別会計

農業技術を導入するための資金、農家生活を改善するための資金、農業後継者を育成す

るための資金を貸し付けます。

（３）県有模範林施設費特別会計

県で所有している森林の管理、経営、処分などを行います。

（４）小規模企業者等設備導入資金助成費特別会計

中小企業者が共同して経営基盤の強化や経営環境の改善に取り組むための資金を貸し付

けます。

（５）用地先行取得特別会計

県の施設を整備するために必要な土地の購入を行います。

（６）収入証紙特別会計

使用料や手数料などの収入に用いる群馬県証紙の発行などをします。

（７）林業改善資金特別会計

林業技術を導入するための資金、林業従事者の安全の確保、福祉を増進するための資金、

青年林業者の研修、経営開始のための資金を貸し付けます。

（８）流域下水道事業費特別会計

原則２つ以上の市町村にまたがる流域下水道の建設・管理を県が行います。

（９）公債管理特別会計

満期一括償還方式である市場公募債の発行、償還などを行います。

（10）中小企業振興資金特別会計

中小企業者が有利な条件で金融機関から融資を受けられる制度を運営します。

(11）新エネルギー特別会計

県有地や県有施設を活用して、太陽光など新エネルギーによる発電事業を実施します。



(単位 千円)

       区　　　分        平成２７年度 平成２６年度

当初予算額 当初予算額 増減額 伸び率

　会　計　名 （Ａ） （Ｂ） (Ｃ) (A)-(B) (C)/(B) 国庫支出金 県　　債 そ の 他

母子父子寡婦福祉資金
貸 付 金

405,898 501,938 △96,040 △19.1% 155,898 250,000

農 業 改 良 資 金 79,553 78,184 1,369 1.8% 58,756 20,797

県 有 模 範 林 施 設 費 79,284 63,055 16,229 25.7% 168 62,451 16,665

小 規 模 企 業 者 等 設 備
導 入 資 金 助 成 費

232,981 372,048 △139,067 △37.4% 207,830 25,151

用 地 先 行 取 得 810,909 3,206,979 △2,396,070 △74.7% 300,000 303,935 206,974

収 入 証 紙 6,581,882 6,536,816 45,066 0.7% 6,232,010 349,872

林 業 改 善 資 金 563,802 423,244 140,558 33.2% 304,744 259,058

流 域 下 水 道 事 業 費 10,330,735 10,618,201 △287,466 △2.7% 2,232,500 826,000 7,272,235

公 債 管 理 89,069,878 68,674,984 20,394,894 29.7% 65,332,000 23,737,762 116

中 小 企 業 振 興 資 金 71,103,264 76,101,886 △4,998,622 △6.6% 71,103,264

新 エ ネ ル ギ ー 2,157 77,864 △75,707 △97.2% 2,157

合　　　計 179,260,343 166,655,199 12,605,144 7.6% 2,232,668 66,458,000 109,441,042 1,128,633

注　特定財源の「その他」には、一般会計からの繰入金や制度融資に係る元金収入等が含まれます。

第６表　特別会計の当初予算額〔平成２７年度と平成２６年度との比較〕

繰 越 金

平成２７年度当初予算額の財源内訳

特　　定　　財　　源

 比     較
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